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は じ め I

第 2次宜野湾市地域福祉活動計画の策定にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。

宜野湾市社会福祉協議会では、平成 16年 10月 に第 1次宜野湾市地域福祉活動計画を

策定 しております。その 2年後、行政計画である第 1次宜野湾市地域福祉計画が策定され

ました。そのため、行政と社協の双方の計画において、整合性のとれた内容でとはいえな

いものであつたと反省もあります。

しかし、本市においては双方の計画が策定、推進されたことで、「あいさつ
L声かけ運動」

の取り組み、「自治会加入促進強化」に向けた取 り組み、地域課題について取り組む「地域

支え合い活動委員会」の設置など、大きな成果を上げたと評価されています。

特に災害時の要援護者避難支援をとおして、 2自治会で自主防災組織を立ち上げること

ができ、住民主体で要援護者を守る活動へと大きく発展させることができました。

また、本会の第 2次計画の策定にあたつては、見直 し時期を 2年遅らせることで行政計

画の策定時期に合わせるとともに、策定委員も行政
B社協両計画とも同じ構成委員で策定

することができ、整合性のとれた計画となつたと評価 しています。

本計画については、 3つの重点プロジェク トを掲げて取 り組んでまいります。

1つ 目に地域支え合い活動委員会の充実、 2つ 目に災害時要援護者避難支援の充実、 3

つ目に社協の財政基盤の充実であります。

1つ 目の地域支え合い活動委員会の充実、2つ目の災害時要援護者避難支援の充実とも、

住民が主体となり地域福祉活動へ取 り組んでいくことがポイン トとなるため、住民に対 し

て地域の課題、現在の活動状況、今後の目指す地域像について、きめ細かく情報発信や地

域活動へ気軽に参加できる場の提供が求められてくると考えられます。

3つ目に社協の財政基盤の充実は、地域福祉活動推進のため安定した事業がなされるた

めの財源づくりは、組織運営で不可欠でありしつかりした計画づくりが求められています。

また、上記の 2つの重点プロジェク トが着実に推進されることで、本会の組織の果たす重

要性が広く認知され、財政基盤の充実といつた相乗効果につながるものだと考えています。

第 2次宜野湾市地域福祉活動計画では、本会組織のもつ専 F弓性を充分活かし、市民、行

政、市内関係機関が連携を更に強化 しながら、地域の絆を強 くする市民の支え合いの構築

に向け頑張る所存ですので、尚―層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

終わ りに、本計画策定においてご尽力賜 りました 27名 の推進委員の皆様には深く感謝

申し上げます。

平成 23年 7月
社会福祉法人

宜野湾市社会福祉協議会

会 長 営 山 盛 保



チュイシージーによる福祉ネットワークの構築を

宜野湾市社会福祉協議会は、市の地域福祉計画に先行 して 2004(平成 16)年に地域

福祉活動計画を策定 し、「すべての住民が安心 B快適に暮らせるまちづくりをめざして」

地域福祉活動を総合的に展開してまいりました。従来、「車いすマラソン大会」や地域

の公民館等を活用 したミニデイサー ビスは県内外でも高 く評価されている事業でした

が、計画策定後はさらに自治会等と協働 日支援活動としての災害時要援護者支援や地域

支え合い活動委員会の取り組み等の優れた活動を実践 してきました。これらの活動が、

2006(平成 18)年に策定された宜野湾市の地域福祉計画にも反映され、それ以降、市

と連携 日協働 した地域福祉の推進やその基盤である「まちでニッコリあいさつ声かけ運

動」や「自治会加入促進事業」にも取り組んでおります。

今回、宜野湾市社協は市の第 2次地域福祉計画策定を受けて、第 2次地域福祉活動計

画を策定しました。これは、市との連携 D協働によって地域福祉を推進するためです。

県内でも行政と社協との一体型の計画がつくられるようになつてきております。地域福

祉計画と地域福祉活動計画が相互に補完 し合いながら地域福祉を推進することが必要

です。宜野湾市おいても市と社協がそれぞれの役割をしつかりと踏まえて、連携 口協働

して地域福祉に取り組み、地域福祉の新 しい時代を切り拓いてほしいものです。第 2次

地域福祉活動計画は、地域福祉計画と一体的 E相互補完的に実施するために、基本的に

は市計画との共通部分と市社協の組織 口財政を中心に市社協独自の計画部分 (社協強化

発展計画)で もって構成されているのが特徴です。特に市計画と一体的・共通的な部分

としては、チュイシージーセンターの設置と地域福祉コーディネーター、ボランティア

コーディネーターの設置によるコミュニティソーシヤルワーク活動があります。地域支

え合い活動委員会の充実とともにコミュニティソーシヤルワークを如何に機能させ実

践するかが、市社協にとって今後の大きな課題です。

我が国は、今、東日本大震災 口原発事故によつて大変困難な時代を迎えております。

しかし、こういう時代だからこそ、社協の出番であり、社協が本当の底力を発揮すべき

時なのだと思います。

宜野湾市社協が、本計画の実施を通 して、役職員が力を合わせて市民参画・市民主体

のもと、地域団体、民生委員、社会福祉法人 日事業所、企業、行政等と連携 日協働 して

チュイシージーによる福祉ネットワークの構築に向けて、なお―層ご尽力なされること

をご期待申し上げます。

平成23年 7月
宜野湾市地域福祉活動計画推進委員会

委員長 神 里 博 武
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各論 みんなで取り組む地域福祉
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